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2020年ࠒより「人的資本経営」というݴ༿が日本国でがり、େ企業や中ݎ企業だけで

なく、中小企業にとっても人的資本経営のऔりΈが重要であることがೝされてきた。人

的資本経営は、人材をফඅされる「資ݯ」ではなく、資をして価値を高める「資本」とと

らえた経営であり、日本でਵҎલからݴわれている「企業は人なり」とҙຯは΄΅ಉ͡で

ある。

一方で、日本では「ࣦわれた30数年」とݴわれているように、େ企業はこの数े年で国ࡍ

化ߗҼはさまざまあるが、人材Ϛωジメントのあり方のݪ૪ྗをେきくԼげてきた。ͦのڝ

がେきなݪҼの一ͭであり、日本政府は2017年ࠒから産業人材政策、特に、生産性を高める

ための産業人材政策にऔりΜできた。ͦのऔりΈが日本企業全ൠにೝされるにࢸり、

日本企業に人的資本経営のมֵの重要性がೝࣝされるようになった。

2017年度Ҏ߱の産業人材政策のさまざまなٞ論によって人的資本経営のϑレーϜϫーΫと

して「3ͭの視」と「5ͭのڞ通要ૉ」がࣔされた。3ͭの視は、「視ᶃɿ経営ઓུと人

材ઓུの࿈ಈ」、「視ᶄɿAs Js�To CeΪϟοϓの定ྔѲ」、「視ᶅɿ企業文化の定着」、

5ͭのڞ通要ૉは「要ૉᶃɿಈ的な人材ポートϑΥϦΦ」、「要ૉᶄɿɾ経ݧのμイόーγς

ΟˍインΫϧージϣン」、「要ૉᶅɿϦεΩϧɾֶͼし（σジλϧ、性）」、「要ૉᶆɿ

従業員エンゲージメント」、「要ૉᶇɿؒ࣌や場所にとらわれないಇき方」である。

େ企業や中ݎ企業はこのϑレーϜϫーΫにଇって人的資本経営にऔりΈ࢝めたが、中小

企業が人的資本経営にऔりΉに当たっては、චऀは、3ͭの視と5ͭのڞ通要ૉ全てにऔ

りΉよりも、優先順位をͭけて「人事評価制度の導入」と「従業員エンゲージメントの経

営指標としての活用」の2ͭにऔりΉことをఏݴしており、これら2ͭのऔりΈの政策で

のٞ論のਪҠや成ޭ事例を本ߘにهした。
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経ࡁ産業ল（2020）が2020年9月30日に「࣋

ଓ的な企業価値の上と人的資本にؔする研

究会 ใࠂॻʙ人材൛ҏ౻レポート」を公表し

たことをきっかけとして、「人的資本経営」と

いうݴ༿が日本でもがってきた。人的資本経

営というݴ༿をॳめて聞く人も多くචऀのとこ

Ζにも「人的資本経営とはԿなのかڭえて΄し

い」という૬ஊが多くくるが、人的資本経営の

ࡏくからଘݹえ方ࣗମは৽しいものではなくߟ

する。

　 人 的 資 本 経 営 は ӳ ޠ の)VNBn $BpJtBM 

.BnBHeNent（ώϡーϚンΩϟϐλϧϚωジメ

ント）をࣈで表هしたݴ༿であり、ӳޠや

ΧλΧナではਵҎલからわれている。)V�

NBn $BpJtBM（ώϡーϚンΩϟϐλϧ）という

ݺと「のֶࡁ経」に生きたل༿は、18ੈݴ

れるΞμϜɾεミεによってॳめてわれた

۩われており、εミε（1776）は、ಓݴ༿とݴ

やݐ、۩ث、とともにݻ定資本の一ͭと

してώϡーϚンΩϟϐλϧをあげ、「ώϡーϚ

ンΩϟϐλϧとは人生経ݧによって育まれるٕ

、ث用さ、அྗである」とड़ている。

　 人 材 を 表 す ݴ ༿ と し て「)R（)VNBn 

resoVrDesɿ人的資ݯ）」というݴ༿がよくわ

れているが、人的資本経営は、ݱ代的には、人

材をফඅされる「資ݯ」ととらえるのではなく、

資をして価値を高める「資本」ととらえた経

営というҙຯになる。人材を資本ととらえるߟ

え方は、দԼ（1977）がএえた「企業は人なり」

というߟえ方に近い。「企業は人なり」は、「一

人ͻとりの従業員に資をして価値を高め、一

人ͻとりの活༂をαポートし、活༂を通して一

人ͻとりが成することによって企業の࣋ଓ的

成を実ݱする」というߟえ方であり、人的資

本経営のߟえ方もಉ͡だといってよい。

　では、「企業は人なり」というݴ༿は日本の
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どの企業でも当たりલのようにわれている

が、Ռたして、দԼがఏএしたҙຯでこのݴ༿

がわれているであΖうかということが題で

ある。චऀが多くの企業の方々とٞ論した印

では、「企業は人なりʹޏ用を守る」という、l߈

めz ではなく z守りl のҙຯでこのݴ༿をって

いる企業が多い。ޏ用を守ることも重要なこと

ではあるが、ͦれだけでは企業の࣋ଓ的成は

実ݱしない。一人ͻとりの従業員がイΩイΩと

ಇいて、活༂し、成するということが重要で

あり、今一度、日本の֤企業は本来のҙຯでの

「企業は人なり」を実行できているかどうかを

めٻ૪ྗを高める上でڝすことが、企業のݟ

られる。

େ企業が人的資本経営を実践するためのߟ

え方にͭいては、経ࡁ産業লが公表した「࣋

ଓ的な企業価値の上と人的資本にؔする研

究会 ใࠂॻʙ人材൛ҏ౻レポート」にࣔされ

ているが、中小企業がେ企業とಉ͡औりΈを

するのはしい。ͦのため、本ߘでは、中小企

業が人的資本経営にऔりΉために優先順位

が高いとචऀがߟえる2ͭの活ಈにͭいて重

的にड़る。1ͭは「人事評価制度の導入」で

あり、もう1ͭは「従業員エンゲージメントと

いう経営指標の活用」である。人事評価制度の

導入は、୯に、従業員の事の成Ռを評価する

ことだけが的ではなく、従業員が評価に対し

てೲಘײをもてることと、事を通してどう成

したかにͭいても評価をすることで、従業員

がイΩイΩとಇいて、活༂し、成することを

経営としてαポートすることを的とする。従

業員エンゲージメントは企業と৫とのؔ性

を表す指標であるが、従業員エンゲージメント

の指標を活用することによって、߃ৗ的に৫

の՝題をղܾして৫ྗを高め、中小企業の

。するݱଓ的成を実࣋

̎ �　本の࢈業人ࡐࡦのਪҠ

まずは、人的資本経営のが高まってき

た経Ңにͭいてड़ていく。2017年3月28日

にಇき方վֵ実ݱ会ٞ（2017）が「ಇき方վ

ֵ実行ܭը」をಇき方վֵ実ݱ会ܾٞ定し、

19߲からなる対応策にͭいて、2026年度ま

でに、どのようなࢪ策をいͭ実行するかが۩ମ

的に定められた。ҎԼに19の対応策をهす。

ᶃ　ಉ一࿑ಇಉ一ۚの実ޮ性を֬อする๏

　　制度とΨイυϥインのඋ

ᶄ　ඇਖ਼ޏن用࿑ಇऀのਖ਼社員化などΩϟϦ

　　ΞΞοϓのਪਐ

ᶅ　企業の上げのಇきかけやऔҾ݅վ

　　ળɾ生産性上支ԉなど上げしやすい

のඋڥ　　

ᶆ　๏վਖ਼によるؒ࣌֎࿑ಇの上نݶ制の導入

ᶇ　ۈؒインλーόϧ制度導入にけた

උڥ　　

ᶈ　݈߁でಇきやすい৬場ڥのඋ

ᶉ　ޏ用ܕςレϫーΫのΨイυϥイン刷৽と導

　　入支ԉ

ᶊ　ඇޏ用ܕςレϫーΫのΨイυϥイン刷৽と

　　ಇき手の支ԉ

ᶋ　෭業ɾ݉業のਪਐにけたΨイυϥイン策

　　定やϞσϧब業نଇվ定などのڥඋ

ᶌ　ྍ࣏と事のཱ྆にけたトϥイΞンάϧ

支ԉなどのਪਐܕ　　

事のཱ྆支ԉのॆ実ɾとޢ育てɾ介ࢠ　⑪
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　　活用ଅਐ

ᶎ　োऀのྗを活かしたब࿑支ԉのਪਐ

ᶏ　֎国人材受入れのڥඋ

ᶐ　ঁ性のϦΧレントڭ育などݸ人のֶͼし

　　の支ԉや৬業܇࿅などのॆ実

ᶑ　ύートλイϜঁ性がब業調をҙࣝしない

උやਖ਼社員ঁ性の෮৬など多༷なڥ　　

　　ঁ性活༂のਪਐ

ᶒ　ब৬ණՏੈظ代やएऀの活༂にけた支

　　ԉɾڥඋのਪਐ

ᶓ　中్࠾用の֦େにけた指策定ɾ受入

　　れ企業支ԉと৬業ྗɾ৬場ใのݟえ

　　る化

ᶔ　څ付ܕ奨ֶۚのઃなど୭にでもνϟンε

　　のあるڭ育ڥのඋ

ᶕ　ܧଓޏ用Ԇɾ定年Ԇの支ԉと高ྸऀ

　　のϚονンά支ԉ

ಇき方վֵ実行ܭըによって、企業には、特

に、ؒ࣌֎࿑ಇのݮや༗ٳڅՋফ化の

上などのऔりΈがۓ٤にٻめられるようにな

った。࿑ಇؒ࣌をదਖ਼化することは࿑ಇऀにと

っては重要なことではあるが、企業にとっては、

従業員の࿑ಇݮؒ࣌によって生͡る経営՝題

をղܾする策をଧたないまま࿑ಇؒ࣌をݮらす

ことは、ڝ૪ྗをࣦうことにͭながる。ͦのた

め、経ࡁ産業লは企業の生産性上がٸで

あるとߟえ、「生産性ֵ໋を実ݱする「ಇき方

վֵ2.0」」の政策にऔりΈ࢝めた。࿑ಇؒ࣌

がݮるを生産性上でิわなけれ日本企

業のڝ૪ྗがམちていくとةዧしたのである。

当࣌の経ࡁ産業େਉ（2017）が2017年3月29

日に開催された日本経ࡁ৽聞社ओ催のγンポジ

Ϝで発したメοセージをҎԼにهす。

「政府のಇき方վֵ実ݱ会ٞにおいて、ؒ࣌

֎࿑ಇの上نݶ制やಉ一࿑ಇಉ一ۚの導入

など、ಇき方վֵの実行ܭըがܾまった。今ޙ

はこの実行ܭըを生産性上と経ࡁ成とͭ

なげていくஈ階になる。ϑϦーϥンεや෭業

もؚめた多༷でॊೈなಇき方、ٕज़ਐ化にϚο

νした人材資の֦ॆ、ͦして)RςΫϊϩジ

ーを活用したಇき方վֵにऔりΜで΄しい。

政府も産業政策、࿑ಇޏ用政策にとどまらず、

育、人材育成、社会อো政策など、さまざまڭ

な政策を総ಈ員したトーλϧなվֵύοέージ

がඞ要とߟえており、ຽをڍげて実ݱのಓے

をߟえていく。」

このメοセージの中の「)RςΫϊϩジー」

とは企業や৫が人事業や人材Ϛωジメント

で活用するใ通৴γεςϜのことであり、ถ

国では2000年લޙからわれているݴ༿であ

る。ੈքでは、)RςΫϊϩジーࢢ場は2010年

代に入ってٸ成しており、特としては、Ϋ

ϥυςΫϊϩジーの導入により、より҆価で

いやすくなったことと、人工のςΫϊ

ϩジーのਐ化によりϏοάσーλをѻうことが

できるようになったことである。

日本では岩本ら（2015）が2015年4月に「)R

ςΫϊϩジー」というݴ༿を発৴し、ͦのޙ日

本国でもݴ༿ががった。)RςΫϊϩジー

、成しておりٸ場は2015年Ҏ߱日本でもࢢ

人材Ϛωジメントのさまざまな用్で)RςΫ

ϊϩジーのΫϥυΞϓϦέーγϣンが開発さ

れ、上ࢢされている。中小企業けのΫϥυ
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ΞϓϦέーγϣンも૿Ճしており、本ߘでड़

る人事評価や従業員エンゲージメントのΫϥ

υΞϓϦέーγϣンのࢢ場もٸ成している。

ҎԼに、2017年度Ҏ߱の「ಇき方վֵ2.0」

の産業人材政策をྻܥ࣌でهす。

˔201�年�月ʙ �月

株式会社ଜ総߹研究所（2015）がΦοΫ

εϑΥーυେֶとのڞಉ研究により、日本の࿑

ಇ人ޱの49ˋが人工やϩϘοトで代ସ

Մになると発表したが、このྲྀれを受けて、

経ࡁ産業লは、代ସՄになる事は人工

やϩϘοトのςΫϊϩジーにせ、ώトは

ώトでしかできない事、ຢは、ςΫϊϩジー

を活用して付Ճ価値をग़す事に集中すること

で、生産性を一ؾに上させることをߟえた。

)RςΫϊϩジーの活用のػӡを日本全国で

り上げるく、経ࡁ産業লओ催で「)R�

4oMVtJon $ontest ʙಇき方վֵʷςΫϊϩジー」

を開催した。චऀはこのίンςεトの৹査ҕ員

をめた。全国からςΫϊϩジーを活用した

ಇき方վֵのιϦϡーγϣンҊを募集したとこ

Ζ、߹103݅ܭのιϦϡーγϣンのΞイσΟΞ

が集まり、1次৹査、2次৹査を経て、8݅がϑ

ΝイナϦεトとしてબれ、2017年7月25日に、

ϑΝイナϦεト8ஂମによる最終બߟ会（ϓレ

θンςーγϣン）が実ࢪされた。

˔201�年11月ʙ 201�年�月

経ࡁ産業লと中小企業ிが事ہとなって

「զが国産業における人材ྗڧ化にけた研究

会（人材ྗ研究会）」が実ࢪされ、経ࡁ産業ল

ら（2018）が2018年3月にใࠂॻを公表した。

この研究会では、「中小企業ɾ小ن事業ऀɾ

ελートΞοϓにおける中֩人材の֬อɾ活

用ଅਐにけたݕ౼ϫーΩンάɾάϧーϓ（中

֩人材֬อ8(）」と「ඞ要な人材૾とΩϟϦ

Ξߏங支ԉにけたݕ౼ϫーΩンάɾάϧーϓ

（人材૾8(）」がઃஔされた。中֩人材8(で

は、多༷な人材が中小企業において中֩人

材として活༂するための՝題とऔりΉき方

。性にͭいて、人材χーζଆから理された

人材૾8(では、人生100年࣌代において、ど

のような人材૾がٻめられ、またどのようにֶ

Μでいくきかにͭいて理された。

˔201�年1月ʙ �月

経ࡁ産業ল経ࡁ産業政策ہ産業人材政策ࣨ

が「経営ڝ૪ྗڧ化にけた人材Ϛωジメント

研究会」を実ࢪし、経ࡁ産業ল（2019）が

2019年3月に「企業のઓུ的人事ػのڧ化

にؔする調査（経営ྗڧ化にけた人材Ϛωジ

メントにؔするఏݴおよͼ先ਐ企業事例）ใࠂ

ॻ」を公表した。この研究会では、これからの

多くの日本企業にٻめられるとߟえられる人材

Ϛωジメントにおいてڌってཱͭきݪଇとし

て3ͭ、優先して実ࢪすき方策として6ͭが

औりまとめられた。

ʲ�ͭのݪଇʳ

ᶃ　経営ઓུを実ݱする重要な要ૉとして人

　　材およͼ人材ઓུを位ஔͮけること

ᶄ　ݸ人の多༷化ɾ経営ڥの不அなม化の

　　中で、ݸ人と企業がおޓいをબͼ߹い、高

　　め߹うؔをߏஙしていくこと

ᶅ　経営トοϓが先して、ミογϣンɾϏジ
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　　ϣンのڞ༗と実ݱを指し、৫や企業文

　　化のมֵをਐめること

ʲ�ͭのํࡦʳ

ᶃ　มֵや人材育成を୲う経営Ϧーμー、ミυ

　　ϧϦーμーのܭը的育成ɾ支ԉ

ᶄ　経営にඞ要な多༷な人材֬อをՄとす

　　る、֎෦࿑ಇࢢ場と࿈ಈしたॊೈなใु

　　制度ɾΩϟϦΞػ会のఏڙ

ᶅ　ݸ人のઓや成をଅਐし、ڧΈを活か

　　した企業価値のग़にݙߩする企業文化

　　や評価のߏங

ᶆ　ݸ人のࣗ的なΩϟϦΞ開発やֶͼしを

ڙ会のఏػԡしし、支ԉするޙ　　

ᶇ　ݸのχーζに応え、経営ڝ૪ྗڧ化を実

　　行する人事෦のߏங

ᶈ　経営トοϓࣗら、人材およͼ人材ઓུにؔ

　　してੵۃ的に発৴し、従業員ɾ࿑ಇࢢ場ɾ

　　資本ࢢ場との対を実ࢪ

˔2020年1月ʙ �月

経ࡁ産業ল経ࡁ産業政策ہ産業人材政策ࣨ

が「࣋ଓ的な企業価値の上と人的資本にؔ

する研究会」を実ࢪし、2020年9月に「࣋ଓ的

な企業価値の上と人的資本にؔする研究会

ใࠂॻʙ人材൛ҏ౻レポートʙ」を公表した。

この研究会で用いられた「人的資本」というݴ

༿が日本でがり、人的資本経営がされる

ようになった。

この研究会では、人的資本経営のϑレーϜϫ

ーΫとして、人材ઓུにٻめられる3ͭの視

と5ͭのڞ通要ૉがऔりまとめらた。

ʲ�ͭのࢹʳ

視ᶃɿ経営ઓུと人材ઓུの࿈ಈ

視ᶄɿAs Js r To CeΪϟοϓの定ྔѲ

視ᶅɿ企業文化の定着

ʲ�ͭのڞ௨ཁૉʳ

要ૉᶃɿಈ的な人材ポートϑΥϦΦ

要ૉᶄɿɾ経ݧのμイόーγςΟˍインΫϧ

　　　　ージϣン

要ૉᶅɿϦεΩϧɾֶͼし（σジλϧ、

　　　　性）

要ૉᶆɿ従業員エンゲージメント

要ૉᶇɿؒ࣌や場所にとらわれないಇき方

˔2021年�月

2021年3月26日に人的資本経営のߟえ方を

日本企業全ମにくえることを的に、経ࡁ

産業লओ催で「࣋ଓ的企業価値をする人

的資本経営」というλイトϧのセミナーが開催

された。本セミナーを特ผࢍڠした株式会社Ϧ

ンΫΞンυϞνϕーγϣン（2021）のセミナー

レポートによると、1600໊がセミナーを聴

。し、人的資本経営がେきなを集めたߨ

˔2021年�月ʙ 2022年�月

経ࡁ産業ল経ࡁ産業政策ہ産業人材՝（2021

年4月1日付けで産業人材政策ࣨから産業人材

՝にঢ֨）が「人的資本経営の実ݱにけた

産業ল（2022）がࡁし、経ࢪ会」を実౼ݕ

2022年5月に「人的資本経営の実ݱにけたݕ

౼会ใࠂॻʙ人材൛ҏ౻レポート2.0 ʙ」を公

表した。本ݕ౼会は、࣋ଓ的な企業価値の

上にけて、経営ઓུと࿈ಈした人材ઓུをど
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う実践するかというにͭいて、2020年9月に

公表された「人材൛ҏ౻レポート」がࣔした

༰をਂ۷りするためにઃஔされ、人的資本経営

を実践するに当たってのさまざまな۩ମҊがࣔ

された。

˔2022年�月

経ࡁ産業লओ催で「人的資本経営というม

ֵのಓے」というλイトϧのセミナーを開催

し、人的資本経営というมֵにけてどのよう

にಓےをͭけていくかのٞ論がなされた。

˔2022年�月ʙࡏݱ

2022年8月25日に「人的資本経営ίンιー

γΞϜ」がઃཱされ、人的資本経営の実践にؔ

する先ਐ事例のڞ༗や企業ؒྗڠにけたٞ

論、国֎の人的資本にؔするใのऩ集ɾ

発৴とීٴが行われている。۩ମ的にはҎԼの

活ಈがਐ行している。

˔　「総会」ɿ企ըҕ員会ɾ֤Պ会ɾ対の　

　  活ಈঢ়گをใࠂ、活ಈܭըの発表。

˔　「企ըҕ員会」ɿ֤Պ会ٴͼ対の活ಈ　

。ըをٞ論ܭ  　

˔　「実践Պ会」ɿ実践にؔする先ਐ事例の　

。けてٞ論にྗڠ༗や企業ؒڞ  　

˔　「開ࣔՊ会」ɿ開ࣔにؔする先ਐ事例をڞ

　  ༗し、ޮՌ的な開ࣔのࡏり方をٞ論。

˔　「会員と資Ոとの対の場」ɿ会員と資

　  Ոが人的資本にͭいて対。

̏ �　中小企業͚の࢈業人ࡐࡦ

චऀは、一ൠ社ஂ๏人日本ύϒϦοΫΞϑΣ

Ξーζڠ会の理事をめている。日本ύϒϦο

ΫΞϑΣΞーζڠ会は企業のχーζに応͡てさ

まざまなྖҬでの政策ఏݴを行っており、中小

企業けの産業人材政策のఏݴにͭいても

2018年ࠒからऔりΜできた。۩ମ的には、「人

事評価制度」を中小企業に導入することと、「従

業員エンゲージメント」を中小企業の経営指標

として৫վળを߃ৗ化することの2ͭのςー

Ϛにͭいてఏݴを行ってきた。

��1�　人ࣄධՁ੍

2018年9月26日に日本ύϒϦοΫΞϑΣΞー

ζڠ会より岩本（2018）が「人事評価制度を

活用した人材֬อとۚ上」というλイトϧ

の政策ఏݴレポートをग़൛した。岩本（2019）

はߋにՃで2019年4月5日にಉڠ会から「人

事評価制度を活用した人材֬อとۚ上 

7oM.2」というλイトϧの政策ఏݴレポートをग़

൛した。人事評価制度導入の的は、従業員

が評価にೲಘײをもてることと、従業員の成

にؔする標もઃ定して評価をすることであ

り、ͦれによって、経営ऀやϚωージϟーが、

一人ͻとりの従業員がイΩイΩとಇき、活༂し

て成することをαポートする。

これらの政策ఏݴレポートが政࣏Ոのにཹ

まり、2019年6月6日に「中小企業の生産性ֵ

໋を実ݱするための人事評価制度のࡏり方を

会」が発足し、ઃཱ総会ڧ員ษٞࢤえる༗ߟ

が開催された。2019年11月12日に第2ճ総会、

11月19日に第3ճ総会が開催されて、中小企
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業が人事評価制度を導入することの重要性に

ͭいてٞ論をਚくし、2019年12月に、本ษڧ

会からࣗ༝ຽओౘ政調会、経ࡁ産業େਉ、

厚生࿑ಇେਉに人事評価にؔする政策ఏݴ申

し入れがなされた。

この政策ఏݴ申し入れを受け、中小企業ிは、

「中小企業経営ڧ化๏」の֤छ支ԉを受ける

ためにඞ要な߲として「従業員のదਖ਼な評価」

をΈࠐΜだ。また、中小企業ி（2022）は、「2022

年൛ 中小企業നॻɾ小ن企業നॻ」において、

中小企業の人事評価制度にؔするऔりΈ実

ଶにͭいての調査݁Ռを公表した。調査݁Ռ

は株式会社ఇ国σーλόンΫ（2022）が公表

した「ྩ3年度中小企業実ଶ調査ҕୗඅ 中

小企業の経営ྗٴͼ৫にؔする調査研究ใ

。くͮجॻ」にࠂ

ҎԼに調査݁Ռのओなポイントをهす。

˔　従業員نผの人事評価制度の༗ແにͭい

　  ては、101人Ҏ上の企業では87.2ˋ、51 ʙ

　  100人の企業では72.5ˋ、21 ʙ 50人の企業

　  では57.2ˋ、5 ʙ 20人の企業では35.0ˋが、

　  人事評価制度が༗るとճした。

˔　従業員نผٴͼ人事評価制度༗ແผのച

　  上高૿Ճにͭいては、いずれの従業員ن

　  においても、人事評価制度が༗る企業の

　  方が、ച上高૿Ճが高かった。特に101

　  人Ҏ上の企業では、人事評価制度の༗ແに

　  よるച上高૿Ճのࠩがେきく、人事評価

　  制度が༗る企業の成は10.4ˋであった

　  のに対し、ແい企業の成は0.6ˋであっ

　  た。

˔　人事評価制度のݟしঢ়گผのച上高૿Ճ

　  は、数年に1度など定ظ的にݟしてい

　  る企業は12.8ˋ、定ظ的ではないが10年Ҏ

　  にݟしたことがある企業は6.4ˋ、10年

　  Ҏ上ݟしていない企業は0.2ˋであった。

˔　人事評価の手๏にͭいては、「標理」

　  が最も多く57.7ˋʙ 72.5ˋの企業が活用、

　  次いで「360度評価」が19.8ˋʙ 31.4ˋ、「ί

　  ンϐςンγー評価制度」が13.2ˋʙ 20.8ˋ、

　  「ͦのଞ」の手๏が7.3ˋʙ 8.1ˋであった。

　  ίンϐςンγーとは、優れた成Ռをग़す

　  るݸ人のྗɾ行ಈ特性のことであり、1990

　  年代から企業での活用ががった。

また、中小企業ி（2023）が2023年6月22

日に公表した「中小企業ɾ小ن事業ऀ人材

活用Ψイυϥイン」において、人事評価制度の

策定ɾݟしʗΩϟϦΞύεのݟえる化を行う

重要性が明هされた。人材活用Ψイυϥインが

ࣔす人事評価制度の策定ɾݟしʗΩϟϦΞύ

εのݟえる化のऔりΈのポイントはҎԼであ

る。

˔　ミογϣンʗϏジϣンʗόϦϡーで࿈ಈさ

　  せる

　人事評価制度を企業のミογϣンʗϏジϣン

ʗόϦϡーやٻめる人材૾と࿈ಈさせること

で、企業が従業員にどうなってཉしいか明֬に

なります。従業員の評価࣠が企業理೦や人材

育成方、ΩϟϦΞύεと࿈ಈしているかもߟ

えましΐう。

˔　従業員との対

　業評価制度のΈを説明し、評価݁Ռ
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のϑΟーυόοΫ、ΩϟϦΞύεにؔする対

をஸೡに行うことが、従業員の成やエンゲー

ジメント上にͭながります。中֩人材の育成ɾ

のऔりΈでは経営人材としてのొ用のܕ用࠾

用育成においてはඇਖ਼࠾Έ、業人材の

Έの明֬化を用のొ用のޏنからਖ਼ن

。しましΐう౼ݕ

けたऔりΈにݱするΩϟϦΞの実ر　˔

従業員がֶͼたいことをଚ重ɾ優先してଐɾ

సଐ先をܾ定しましΐう。さまざまな෦ॺを経

した上でଐ先を౼ݕのΩϟϦΞをޙし、今ݧ

બるようにするといったଐ制度もݕ౼しま

しΐう。

RςΫϊϩジーのΫϥυΞϓϦέ(、ࡏݱ

ーγϣンが多く開発、上ࢢされており、中小企

業ɾ小ن事業ऀは、*T導入ิॿۚの制度に

より)RςΫϊϩジーのΫϥυΞϓϦέーγ

ϣン導入අ用の1/2Ҏ上がิॿされる。*T導入

ิॿۚは、中小企業ɾ小ن事業ऀの࿑ಇ

生産性の上を的として、業ޮ化や%X

（%JHJtBM TrBnsGorNBtJonɿσジλϧมֵ）に、

けた*Tπーϧ（ιϑトΣΞ、αーϏε）

の導入を支ԉするิॿۚであり、2024年度の

「*T導入ิॿۚ2024」では最େ450ສԁิॿさ

れる。

中小企業が活用できる人事評価のΫϥυΞ

ϓϦέーγϣンもࢢ場にෳ数ग़ている。例え、

導入企業数4000社Ҏ上で中小企業でのγΣΞ

国トοϓの株式会社あしたのνーϜの人事評

価ΫϥυΞϓϦέーγϣンである「あしたの

νーϜ」ではҎԼにهす人事評価のさまざまな

。が実されているػ

˔　1on1

˔　360度評価

˔　経年ੳ

˔　ਏੳ

˔　৫ਤ

˔　ച上理

˔　標ཤྺ

˔　評価ੳ

˔　A1*（AppMJDBtJon 1roHrBNNJnH *nterGBDe）    

　  ࿈携（4MBDk、ΩンάΦϒλイϜଞ）

˔　メーϧ৴ࣗಈظ日理

人事評価制度をθϩから作り上げるのはେม

だが、こういったΫϥυΞϓϦέーγϣンを

活用すれ、導入ϋーυϧはԼがる上に、多く

のϢーβー企業のϊϋがπーϧにөされ

ているため、最先の人事評価のΈを作る

ことができる。

��2�　ै業һΤϯήʔδϝϯτ

従業員エンゲージメントとは、企業と従業員

とのؔ性を表すものであり、1990年代に経営

理論の֓೦としてఏএされ、2000年代に入っ

てからੈքにがった。エンゲージメントの日

本ޠ༁に「ࠗ」があるが、චऀは「企業と

従業員とがࠗؔのようなؔにあることʹ

従業員エンゲージメントが高いঢ়ଶ」とղऍし

ている。۩ମ的には、企業と従業員とが、݁ࠗ

લのஉঁのؔのように、「対のؔ」で、「お

く݁ͼͭくことをڧ、「いにϫΫϫΫしていてޓ

「ίミοトし߹っている」ঢ়ଶである。ίミοト
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し߹っているঢ়ଶをผのݴい方で表ݱすると、

企業は従業員がイΩイΩとಇけるڥを作るこ

とにίミοトをし、従業員は企業が࣋ଓ的に成

することにίミοトしているということであ

る。

日本では、「ϫーΫエンゲージメント」という

われているが、従業員エンゲージ༿もよくݴ

メントが企業と従業員とのؔ性を表し、৫

の՝題をղܾするための指標であるのに対し、

ϫーΫエンゲージメントは事のやりがい、

事のҙ、事からಘる活ྗ、従業員と

事とのؔに着したものであり、গし֓೦が

ҟなっている。ੈք的には、ϫーΫエンゲージ

メントよりも従業員エンゲージメントの方が指

標として多く活用されており、චऀも従業員エ

ンゲージメントの活用をఏݴしている。

従業員エンゲージメントをଌ定するためのπ

ーϧがੈքでさまざまࢢ場にग़ており、༗໊な

ものとして、ถ国のΪϟϥοϓ社（2024）の

212�があり、ੈք֤国ɾҬの従業員エンゲ

ージメントの調査が212�を用いて定ظ的に実

されている。212�ではҎԼの12のઃに対ࢪ

して5ஈ階で数ͮけをし、είΞ化する。

201ɽࢲは事の上で、ࣗがԿをظ待されて

　　  いるかがわかっている。

202ɽࢲはࣗがきちΜと事をするためにඞ

　　  要なϦιーεやઃඋを࣋っている。

203ɽࢲは事をする上で、ࣗの最もಘҙな

　　  ことをするػ会がຖ日ある。

204ɽこの1िؒで、ྑい事をしていること

　　  を๙められたり、ೝめられたりした。

205ɽ上࢘あるいは৬場の୭かが、ࣗを一人  

　　  の人ؒとしてݣؾってくれていると͡ײる。

206ɽ事上で、ࣗの成をޙԡししてくれ

　　  る人がいる。

207ɽ事上で、ࣗのҙݟがऔり入れられて

　　  いるようにࢥわれる。

208ɽ会社がܝげているミογϣンや的は、  

　　  ࣗの事が重要なものであると͡ײさ

　　  せてくれる。

209ɽࢲのಉ྅は、࣭の高い事をするようਅ

。にऔりΜでいる  　　

210ɽ事上で最高の༑人とݺる人がいる。

211ɽこの年のؒに、৬場の୭かがࢲの事

　　  の成度߹にͭいてしてくれたことが

　　  ある。

212ɽࢲはこの1年のؒに、事上でֶͼ、成

　　  するػ会を࣋った。

Ϊϟϥοϓ社（2023）が2023年6月に発表

した2022年のάϩーόϧ調査では、日本の従

業員エンゲージメントείΞは145 ϲ国中最Լ

位であり、従業員エンゲージメントの上は日

本の国Ո的՝題であることがࣔࠦされている。

従業員エンゲージメントείΞと企業の業

との૬ؔؔにؔする研究はੈք中でなされて

おり、日本では、岩本ら（2018）が従業員エン

ゲージメントείΞとച上高営業རӹおよͼ

࿑ಇ生産性とが౷ܭ的にਖ਼の૬ؔؔがある

ことをࣔしている。

日本でも多くのେ企業が人的資本経営のओ

要,1*（,eZ 1erGorNBnDe *nEJDBtorɿ重要業

評価指標）として従業員エンゲージメントを

ઃ定してऔりΈ、多くの成ޭ事例が公表され

ているが、中小企業ではまだ一෦の企業しか人
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的資本経営に従業員エンゲージメントを活用し

ていない。そのため、岩本（2021）は、2021

年2月1日に日本パブリックアフェーズ協会か

ら「持続的な企業価値向上と人材戦略に関する

一考察」というタイトルの政策提言レポートを

出版し、中小企業にとっても従業員エンゲージ

メントの活用が重要であることを発信した。ま

た岩本（2021）は、2021年11月1日に同協会

から「従業員エンゲージメント活用による企業

経営の新たな潮流」というタイトルの従業員エ

ンゲージメントに特化した政策提言レポートを

出版した。

これらの政策提言レポートの出版を受け、

2020年6月15日に発足した「中小企業の生産

性革命を実現する議員連盟」が、中小企業で

の従業員エンゲージメント活用に関心を示し

た。2021年4月20日に開催された本議員連盟

の第3回総会、2022年2月2日に開催された第

4回総会において中小企業での従業員エンゲー

ジメント活用について議論がなされ、2022年4

月に本議員連盟から経済産業副大臣に政策提

言申し入れがなされた。

これを受けて、中小企業庁（2023）は、2023

年6月22日に公表された「中小企業・小規模事

業者人材活用ガイドライン」にて従業員エンゲ

ージメントに関する記述が盛り込み、併せて公

表した「中小企業・小規模事業者の人材活用

事例集」においても、従業員エンゲージメント

向上に取り組んでいる企業を好事例として紹介

した。また、2024年度には、独立行政法人中

小企業基盤整備機構（2024）は、中小企業大

学校において、中小企業向けの従業員エンゲー

ジメント向上のための研修講座を開始した。

また、東京都（2022）は、2022年度に「魅

力ある職場づくり推進奨励金」の事業を開始し、

従業員エンゲージメント向上に向けた取り組み

に対し奨励金を支給している。令和6年度は最

大130万円を毎回140社（全10回）に支給する。

中小企業における従業員エンゲージメント向

上の重要性が認識され始めたことを受け、株式

会社商工組合中央金庫（2023）は、2023年8

月18日から9月4日の期間に、全国の中小企業

3,789社を対象に従業員エンゲージメントに関

する調査を実施したところ、以下の結果となっ

た。

①　従業員エンゲージメントの計測状況

●　計測を実施している企業は全体の約3割に

　  とどまる一方、「計測を実施していないが、

　  必要性を感じる」と回答した企業が6割弱

　  存在。属性別では、従業員規模が大きい企

　  業、代表者年齢が低い企業で計測実施率が

　  高くなる傾向がみられた。

②　従業員エンゲージメント向上に向けた各施

　　策の取り組み状況

●　「賃金の引き上げ」、「ワークライフバランス

　  や多様な働き方の推進」が取り組み済み比

　  率の上位。「取り組み済み」の比率と、「取

　  り組み済みのうち、効果あり」比率との間

　  には強い相関がみられた。

●　従業員エンゲージメント計測の実施有無別

　  でみると、すべての項目で計測実施先の方

　  が未実施先よりも取り組み済み比率が高く、

　  従業員エンゲージメントの計測と具体的取

　  り組みへの行動に関連性がみられる。
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ᶅ　従業員エンゲージメント上をਤるうえの

　　՝題

Ϧーμー」、「がない、人手が足りないؒ࣌」　˔

　  的人材がいない」、「ใɾϊϋが不足」

　  といった߲が上位となった。

中小企業が活用できる従業員エンゲージメン

トのΫϥυΞϓϦέーγϣンもࢢ場に多くग़

されているので、*T導入ิॿۚなどを活用し

ながら従業員エンゲージメント上のための

1%$AαイΫϧをճすことをおקめする。

4�　中小企業の人的資本経営࣮ફྫࣄ

「中小企業ɾ小ن事業ऀの人材活用事例集」

やචऀがݟ聞きしたから、人事評価制度や

従業員エンゲージメント指標を活用して人的資

本経営を実践している中小企業の事例をҎԼ

にهす。

ձࣾࣜג業ଐۚوᶃɿେӜྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ2�00ສԁɺै 業һɿ40人）

育成にओ؟をஔいた人事評価を定着させる

ことにより、人材の育成にՃえ、҆定的な人材

֬อができるようになった。۩ମ的には、ٻめ

る人材からͭݟけてもらいબれるػ会を૿や

すため、ඞ要な人材૾を明֬化し、人事࿑

のεϖγϟϦεトとして࠾用した人材を中

৺に৽たな人事評価制度をߏஙした。育成に

ओ؟をஔいた人事評価制度のӡ用と定着によ

り、εΩϧΞοϓにけたҙࣝの上と࠾用活

ಈにおけるミεϚονの༧ができるようにな

った。

ձࣾࣜגᶄɿͯͯ͢͜ྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ1000ສԁɺै 業һɿ4�人）

経営ܭըॻをຖ年作成し、発表会で社

ਁಁをਤることで経営ج൫をඋするととも

に、月次ܾࢉによる企業のࡒ数値のݟえる化

と日ใɾ月ใによる従業員のใのݟえる化を

ਪਐし、ຖ月の໘ஊで標ୡ成度を֬ೝするಠ

ࣗの成評価制度をߏஙɾӡ用した。数値にج

ͮく評価とվળ活ಈをଓけ、Ҭの༸品ళから

ωοト通ൢઐళに業ଶసし、2011年から

2021年までの10年でച上高が2ԯԁから

10ԯԁと5ഒに֦େした。

ػձࣾѨஐਫ਼ࣜגᶅɿྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ1000ສԁɺै 業һɿ4�人）

人事評価制度のվֵɾ定着により、ݱ場の࢜

用に成ޭ࠾人材のن上し、৽ɾ生産性がؾ

した。۩ମ的には、従業員のಘҙɾ不ಘҙに߹

わせた人材ஔをして生産性の上をਤるた

め、ٕ育成γートとεΩϧϚοϓγートを作

成し、2ͭのγートをいながら月1ճのٕज़

会ٞで、従業員のٕͭ࣋ज़や人ؒ性を֬ೝし、

従業員のؾ࢜を高めている。

ࢠձؙࣾඛిࣜגᶆɿྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ�000ສԁɺै 業һɿ4�人）

2019年に株式会社ϦンΫΞンυϞνϕーγϣ

ンの従業員エンゲージメントのΫϥυΞϓϦ

έーγϣンである「ϞνϕーγϣンΫϥυ」

を導入した。ϞνϕーγϣンΫϥυでは、従

業員が64のઃにճし、ճ݁Ռから「エ

ンゲージメントείΞ」がภࠩ値でग़され、ظ

待度は高いがຬ足度がい৫の՝題、ͭま
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りのࣗ社従業員エンゲージメントを上させる

ために優先順位の高い՝題がநग़される。優

先順位の高い՝題に対して1%$AαイΫϧを

ճしてվળしていくことで従業員エンゲージメ

ントを上させる。

ॳճの従業員エンゲージメントαーϕイでは

エンゲージメントείΞは37.0でࢄ々な݁Ռ

であったが、՝題がମܥ的に理されたことで、

経営ਞが֮ޛをもって৫վળにऔりΉこと

ができるようになった。εςοϓ1として、社

が全従業員のલで、৫վળにけて本ؾ

でऔりΜでいくଋをえ、εςοϓ2とし

て、社からװ෦、װ෦からメンόー本Իを

えてもらう1on1໘ஊを実ࢪし、εςοϓ3と

して、従業員から受けたվળ要の中で、۩ମ

的にվળする༰を社員にڞ༗した。ͦのޙ、

೪りڧく1%$AαイΫϧをճし、2021年12月

に実ࢪされた従業員エンゲージメントαーϕイ

では、エンゲージメントείΞが68.3にΞοϓ

した。

エンゲージメントείΞが上がるにͭれ、従

業員のイΩイΩ度やࣗ性が高まり、受ୗܕの

Ϗジωεからࣗ社品を開発ɾൢചするϏジω

εとมֵし、業もӈݞ上がりで৳ͼるよう

になった。

ձؙࣾঢݶᶇɿ༗ྫࣄ

　　　　（資本ۚɿ�00ສԁɺै業һ��人）

従業員との対を通͡て、「従業員のせ」

をࠜఈにした経営理೦を策定し、人事評価制

度のߏஙやੵۃ的なݶݖҠৡも実ࢪした。ͦ

れらのऔりΈが従業員のࣗ的な成と業

ମ制のݟしや入れՃ工ൢചϏジωεの

ల開にͭながり、վֵ当ॳにཱてたച上高標

の200ˋをୡ成した。

2015年に「従業員のせ」をࠜఈにした経

営理೦を策定したが、経営理೦をߟえるࡍに従

業員のϥイϑϓϥンもߟえるようになり、ϥイ

ϑϓϥンにݟ߹ったۚମܥや人事評価制度を

えるඞ要を実ײした。2017年に人事評価制

度にؔする研मを中小企業େֶߍで受ߨし、ͦ

こでのֶͼを活かして人事評価制度をߏஙし、

2018年3月にӡ用を開࢝した。ͦれにより、社

が一人で๊えていた事をੵۃ的にݶݖҠ

ৡできるようになった。٬ސ営業やٕज़開発な

ど、最ॳは社が一ॹに行いながら、従業員の

ࣗ発的なऔりΈ成Ռをೝめて成ޭମݧをੵΈ

重Ͷ、ඞ要なεΩϧをগしずͭにͭけていっ

てもらうことでݶݖҠৡをਐめてきた。

ձࣾࣜגػᶈɿେԦిྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ���0ԁɺै業һɿ10�人）

なる事業֦େのために、経営理೦ɾϏジϣߋ

ンと中ظ経営ܭըを策定し、人材の࠾用ɾ育成

を中֩にਾえて、人事評価制度のߏஙや࠾用

ը的なܭ。したࢪしを実ݟ化、৫ମ制のڧ

人材֬อやٕज़ঝにより、࿑ಇ生産性と品࣭

の上を実ݱし、طଘ٬ސからの受૿Ճと৽

。٬の֫ಘにͭながっているސن

ձࣾࣜגༀڠᶉɿສྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ4000ສԁɺै 業һɿ21�人）

従業員エンゲージメント上のため、Ϊϟϥ

οϓ社の従業員エンゲージメント調査を年2

ճ、定ظ的に実ࢪし、従業員エンゲージメント

上のための1%$AαイΫϧをճしている。従
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業員エンゲージメントαーϕイの݁Ռなどか

ら、「業のϞジϡーϧ化とジϣϒϩーςーγ

ϣンによる育成」と「ΩϟϦΞΞοϓϓϥンの

作成とݸ人໘ஊの実ࢪ」をΞΫγϣンとして行

っている。

「業のϞジϡーϧ化とジϣϒϩーςーγϣ

ンによる育成」では、֤෦においてୡ成す

き事のྗをࡉかくϞジϡーϧ化し、֤ୡ成

度で従業員のྗを評価して、賞༩やঢڅに

өする΄か、ਖ਼ొن用の҆におしている。

۩ମ的には、֤߲のқ度によって3ஈ階の

ϥンΫで数にࠩをͭけ、ߋに֤߲のशख़度

を4ஈ階で数化している。また、2年ؒ֘

当の෦にࡏ੶しており、Ϟジϡーϧのशख़度

が一定Ҏ上の全従業員を対に定ظ的なジϣ

ϒϩーςーγϣンを実ࢪし、従業員ݸ人の育成

にՃえ、ٳ業ऀがいても業をΧόーできる

৫ྗの上にͭなげている。

「ΩϟϦΞΞοϓϓϥンの作成とݸ人໘ஊの

実ࢪ」では、年度࢝めにΩϟϦΞϓϥンを作成

し、上࢘がৗにϑΥϩーするようにΈ化し

た。ΩϟϦΞϓϥンでは、従業員一人ͻとりが

1年ؒでどΜなことにઓし、ࣗの成にܨ

げるかにͭいての標をઃ定し、上࢘と年6ճ

の໘ஊを行って、ঢ়گのਐとୡ成のための՝

題を明֬化している。

ձࣾϝοηϗʔϧσΟϯάεࣜגᶊɿྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ�000ສԁɺै 業һɿ2�0人）

2017年11月に「ϞνϕーγϣンΫϥυ」

を導入し、従業員エンゲージメントαーϕイを

開࢝した。メοセは、企業をڍげて従業員エン

ゲージメント上にऔりΜでエンゲージメン

トείΞを年々上させ、2011年から2023年

まで3年࿈ଓで「ϕεトϞνϕーγϣンΞϫー

υ2023（中ݎɾ成ϕンνϟー）」を受賞する

までになり、業はӈݞ上がりで৳ͼ、生産性

は3ഒになった。චऀは、メοセϗーϧσΟン

άεの従業員エンゲージメント上のϊϋ

を中小企業企業のڭՊॻになるようまとめて΄

しいとおئいし、メοセのઐऔ締のٶ本ら

（2024）は、2024年2月15日に「৫̭ʙ「エ

ンゲージメント」日本一3࿈企業がޠる、24

のメιουʷ事例ʙ」というॻ੶をग़൛した。

中小企業のօさΜには、従業員エンゲージメン

ト上のڭՊॻとしてご活用いただきたい。

ձࣾΫΞɾΞϯυɾϗςϧࣜגᶋɿྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ1000ສԁɺै 業һɿ400人）

従業員がࣗらΩϟϦΞϓϥンをߟえるための

セϧϑɾΩϟϦΞυοΫを導入し、ࣗらֶͼ成

する෩の定着と事のϞνϕーγϣンの

、した。セϧϑɾΩϟϦΞυοΫではݱ上を実

ΩϟϦΞίンαϧλントの֎෦ࢣߨをݺͼ、ジ

ϣϒΧーυを用いてࢀՃऀͦれͧれのڧΈɾऑ

Έを明らかにしたのち、ऀとの໘ஊでこれ

までのΩϟϦΞの振り返りと今ޙのক来ઃܭに

ͭいてし߹っている。

また、ࡏ੶年数や৬ڃに応͡て༰とࢀ

Ճऀをܾめるܗで社研मをମܥ化し、社

研मでは、従業員ಉ࢜でεΩϧを高め߹うこと

をૂいとして、ࢣߨはݪଇ、従業員ࣗがめ

るようにしている。社֎研मは特定のεΩϧを

ֶͿものと位ஔ付け、経営װ෦や理৬といっ

たϦーμーのཆ成、ίミϡχέーγϣンεΩϧ

の上など、෯く活用している。社֎研मの



2024.10 19

受ߨにあたっては、ֶͼたいίーεをࣗݾ申ࠂ

でܾめ、ֶश༰はレポートにまとめて、日々

の業に活かせるようにしている。

ձࣾࣜגᶌɿΫϦʔϯϋεྫࣄ

　　　　（資本 ɿۚ�000ສԁɺै 業һɿ�0�人）

事業نが֦େするなか、人事ࢪ策をޮՌ

的に実ࢪしていくために人事୲当のऀを

໋し、άϧーϓ全ମでの࠾用活ಈの実ࢪによる

ஙɾӡ用ߏや、人事評価制度のݮ用අの࠾

による成ҙཉやαーϏεレϕϧの上を実ݱ

した。従業員の評価ج४がなく、上࢘のଐ人的

な評価をしていたとこΖを、֎෦のίンαϧλ

ントのྗڠを͗ڼながら、θϩから人事評価制

度をߏஙし、評価のಁ明性ɾ公ฏ性の上をਤ

った。これらの活ಈにより、人事評価制度のも

とでମܥ的な評価をすることができるようにな

り、評価ऀとの対のなかで、ඃ評価ऀはࣗ

に足りないものを明֬に理ղすることができ、

業のϞνϕーγϣンや成ҙཉ、αーϏε

レϕϧの上にͭながっている。また、ମܥ的

な評価をすることで事業所ごとの特のѲも

できるようになった。

��　͍͞͝ʹ

この数年、චऀのとこΖにも中小企業けの

人的資本経営のߨԋのґཔが૿えてきた。さま

ざまな中小企業経営ऀとٞ論をすると、「うち

の従業員はօਅ໘で会社が༩えた事はきっ

ちりやってくれる。ただ、「従業員一人ͻとり

がイΩイΩとಇいているか、活༂しているか、

成しているか」とわれると、できていない

し、この৫のঢ়ଶをมえないといけないとࢥ

う。」という;うにޠる中小企業経営ऀが多い。

数े年લまでの日本のେ企業がڧかったঢ়

では、中小企業にとっては、େ企業から受けگ

る事をきっちりとこなすことが重要であった

が、日本のେ企業からの事がݮগしているݱ

けてಈ的ֻでは、中小企業がࣗらگのঢ়ࡏ

にϏジωεをしていくඞ要がある。ͦのた

めには、従業員一人ͻとりがࣗ性をもち、さ

まざまなϏジωεΞイσΟΞが従業員一人ͻと

りから上がってくる企業文化をるඞ要があ

り、人材Ϛωジメントのมֵがඞ要となる。

චऀはこのมֵを lۚଠѿܕz の人材Ϛω

ジメントから zϓϩεポーπܕl の人材Ϛωジ

メントのมֵとݴっている。従業員全員がਅ

໘に༩えられた事をこなすあり方から、従

業員一人ͻとりがࣗ性をもって、ࣗのポς

ンγϟϧを最େݶにҾきग़して、ύϑΥーϚン

εを最େ化するあり方のมֵである。

い、ςΫϊϩジーのਐ化により、人的資本

経営を支える)RςΫϊϩジーのπーϧが多く

場にग़され、҆価で活用できる。ͦういったࢢ

πーϧも活用しながら、多くの中小企業が人的

資本経営にऔりΈ、࣋ଓ的に成できる企業

になることをئっている。
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